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一緒に帰ろう
　神奈川県　川崎市立金程中学校　３年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きむら),木村)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あやの),彩乃)
〝生まれた時から悪い人間なんていない。誰かがその人を悪くした。〟と私は思います。たとえそれが直接関わっていないとしても、それは言えることです。誰かの行動で、言葉で、その場の雰囲気で、人は弱くなり、傷つき、心を少しずつ閉ざし、闇を作っていきます。その闇が犯罪や非行をすることへつながるのではないでしょうか。
　私もその闇を作ったことがあるうちの一人です。それは、小学校高学年の頃でした。私の当たり前の生活はある日を境に当たり前ではなくなったのです。
　「一緒に帰ろう。」といつも隣のクラスの彼女は私のクラスまで来て、私ともう一人の友達を呼びに来ます。でも、その日は違ったのです。「○○帰ろう。」と彼女はもう一人の友達の名前だけを呼んだのです。私なんてまるで存在していないかのように。それから毎日その行為は続きました。私は仲間外れにされたことよりも、信じていた大好きだった友達に裏切られたということが何よりも悲しかったのです。そして、その行為はだんだんエスカレートしていきました。彼女は、私のありもしない噂をを流し始めました。私と仲良くしてる子達には私の悪口を言い、私を一人にさせようともしていました。それでも彼女はたりず、私がやったこともないようなことをあたかもやったかのように先生に話し、先生からも嫌われるように仕向けました。案の条、私は先生から呼び出されてしまいました。「違う。」と言っても大人は私を信じようとはしないのです。私は彼女の思惑通り少しずつ少しずつ一人ぼっちになっていきました。
　信頼していた友達には裏切られ、大人に向けて出したＳＯＳはいとも簡単に受け流され、私はもう何もかもが信じられなくなる程深い闇につき落とされた気分でした。何より恐ろしかったのは犯罪や非行をする人の気持ちが少し分かってしまったことです。深い闇というのはそのくらい自分を見失うものなのです。自分以外全てが敵という程心を閉ざしていくものなのです。
　「一緒に帰ろう。」私を探い闇から救い出してくれたのはこの言葉でした。私が一人で帰っていることに気付いたクラスメイトの子がかけてくれたのです。その子は私の閉ざしていた心を少しずつ開けていってくれました。その時の私にとってその子は光でした。悲しい時は笑顔にしてくれ、悩みがあれば親身になって聞いてくれました。そのおかげで私の闇は消えていったのです。もし、あの時その子が声をかけてくれなければ、今も私は闇にとり残され、もしかしたら犯罪や非行をしていたかもしれない。そう思うとその子に感謝の言葉しか出てきません。　
　本当は犯罪や非行をしたいわけではなかった。あの時の私は、きっと苦しみを誰かに気付いてほしかった。誰かに私の傷みを一緒に感じてほしかった。と、そう思うのです。そして、きっと誰でもよくて、たった一人でもいいから、そっと手を差し伸べてほしかったのです。　
　もし、闇が犯罪や非行をうむのなら強い人は「そんなことで闇を作るやつがいるのが悪い。」と口を揃えて言うでしょう。しかし、それは大きな間違いです。現に私もそう思っていたのですから。
ＴＶで犯罪をしてしまった人が「中三の時にいじめられていた。」とそう話していた時、たかが一年だけいじめられただけで、なぜそんなにも心に闇を作るのだろうと思っていました。しかし、自分も同じ立場になった時、私はそれが間違いであると気付いたのです。　
　いじめられると今まで見えていたはずの視野が急激に狭くなり、信じていた人も疑いたくなります。そして、気付いた時には闇の中に自分が一人ぽつんといるのです。そこにいる時、人は自分が存在する意味を探し、それが見つからないと「自分はいらない存在なのか。」と考えるようになります。「いらない存在なら何をしてもいいではないか。」と犯罪や非行をしてしまうのではないでしょうか。　
　誰も自分は犯罪や非行なんてしないと思っています。しかし、人は弱いです。だからこそ小さなことで傷つき、悩み、心を閉ざし闇を作ります。その闇のせいで自分を見失い、そして人は犯罪や非行をします。だから私は今闇の中で苦しんでいる人に伝えたい。〝あなたが思うよりこの世界はずっと広い。どうか、あなたの見ている小さな世界が全てだとは思わないでほしい。そして「誰も信じない。」と心を閉ざしていたら光は差さない。その闇から抜け出す鍵は他の誰でもないあなたにあるんだよ〟と。もし周りに闇の中に苦しんでいる人がいたら、そっと手を差し伸べてあげて下さい。その人を救い出すことができるかもしれません。犯罪や非行を減らせるかもしれません。　
　もしかしたら私達の「一緒に帰ろう。」の一言がこの世界を変えるのかもしれないのです。
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